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Piromidi cacidの 使 用成 績

大久保 滉 ・藤本安男 ・岡本緩子

関西医科大学第一内科

緒 君

Piromidicacid(以 下PAと 略す)はNalidixicacid

(以下NAと 略す)に 類似 した化学構造 を もち,抗 菌ス

ペ ク トラム もグラム陰性菌に対 しては類似 し,ブ ドウ球

菌 に対 してはやや強い抗菌力を示す ときれている。 グラ

ム陽性菌に対 して は他に も多数のよ り有効 な抗生物質が

あ るので,主 として グラム陰性菌 による感染症 を対象 と

し,PAの 体 内分布 よ り考えて,内 科的 には,腸 管,胆

道 および尿路の感染症に使用 した。

臨床使 用成績

第1例　 16才 男(第1図)

病名:急 性腸炎

特に原因な く頻 回の下痢,赤 痢様便,発 熱 を きた し即

日入院。臨床的 には細菌性赤痢 と考え られ るが,便 の培

養 では赤痢 菌は検 出せず図の ようにKlebsiellaあ るい

はE.coliの みであつ た。PAの みの投与 で解熱 し,3

日で便の性状は正常化 し著効が あつた。副作 用な し。

第2例16才 女(第2図)

病名:急 性腸炎

入院5日 前 よ り急に38℃ に発熱 し,1日 数回の粘 液

性下痢 と腹痛,嘔 気 あ り,便 申の菌は何回 も検査 したが

赤痢菌 は陰性で,E.coliの み であつ た。PA1日2g

の投与6日 間で急速に解熱 し,便 の性状 も正常化 した。

副 作用な し。

第3例　 50才 女(第3図)

病 名:急 性腸炎

19706.2急 に38℃ に発熱 し腹痛,嘔 気 あ り。下痢

な し、 初診時,腸 圧 痛あ り,白 血球数16,250,好 中球

98%で あつた。PAの み1日29を5日 間投与 し,図

のよ うに急速に解熱 し,腹 痛 も急速 に消退 した。有効で

副作用 なし。

第4例　 21才 男

病 名:急 性腸炎

1970.7.17よ り腹痛,嘔 気 あ り。下 痢 な し。 白 血球

6,700,腸 圧 痛のみ。PA1日1.59と 抗 コリン剤 を併

用 し,5日 間ですべての症状の消失 をみた、有効で副作

用な し。

第5例　 41 才 女

病 名:急 性腸炎

本院受診前3日 よ り急 に頻 回の血液 を 混ず る下痢 あ

り,同 時 に38～39℃ の体 温上昇す。 他医にてchlo-

ramphenicolの 投与 を うけたが不変につ き受診。 腸管

全般 に圧痛 あ り,白 血球7,950,好 中球75%。PAを1

日1.59と 抗=リ ン剤を併用11日 で治癒 した。 副作用

な し。

第1図　 症例 16才 ♂ 急 性腸炎

第2図　 症例 16才 ♀ 急性腸炎

第3図　 症例 50才 ♀

急性腸炎
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第6例　 25才 女

病 名:急 性腸炎

急 に原因 な く1日4回 の血液を混ず る下痢 と腹痛あ り

来院 す。 便 の培養で赤痢菌は 検出 さ れず,E.coliと

Klebsiellaの みであつた。 ともにNAに 感受性があつ

た。PAの み1日1.5gを3日 間投与 で下痢は止 ま り,

更 に5日 間投与 して治癒。有効。副作用な し。

第7例　 37才 男

病名:急 性腸炎

約1週 間にわた り1日10～15回 の水様便 あ り,同時に

腹痛あ り。腸炎 の治療 をうけるも不変につ き受診。好塩

菌感染 を疑つたが便 の培養 で検 出 したのはEnterobac-

terの みであつた。 本菌のNAに 対 する感受性 は(卅)

であつた。PA1日2.25gとロー トX,整 腸剤 を併用

し,5日 間で下痢 は止 り,更 に7日 間使用 し治癒 した。

副作 用な し。

第8例　 22才 女

病名:虫 垂炎

1カ 月前 よ り右下腹 部痛,嘔 気,食 欲低下 あ り。虫垂

部 に圧痛 ある も,白 血球数 も正常 で急性症状 は少ない。

PA1日1.5gと 抗 コリン剤,整 腸剤 を併用5日 間で 自

他覚所見 は消失 した。副作 用な し。

第9例　 15才 女

病名:虫 垂炎

3週 間前 よ り右下腹部痛,嘔 気あ り。 虫垂 部に限局 し

た圧 痛があ るが,白 血球正常で発熱 もな く急性症 状は少

ない。PAの み1日1.5gを16日 間連 続投与 したが症

状の改善な く,手 術 した。無効。副作用な し。

第10例　 65才 女(第4図)

病 名:胆 嚢炎(糖 尿病)

4ヵ 月 ほど前 よ り腹痛発作が時 々あつたが,胆 嚢炎 と

診断 され てか ら第3病 日に入院 した。胆 嚢の造影 はきわ

めて悪 く,結 石 の有無は明確 でない。B胆 汁にKleb-

siellaを 認 め,NAに 感受 性であつた。PAを1日

2.259を8日 間,つ いで1日1.59を4日 間投与 し,

第4図 の ように改善 された。副作用 な し。

第11例　 23才 女

病 名:胆 嚢炎,胆 嚢ジスキネジー

4年 前 よ り3回 胆嚢炎発作 あ り,そ の都度治療でよ く

なつてい た。今 回は1ヵ 月前 よ り,発 熱,腹 痛などの発

作 を くりかえ し入院 した。胆嚢 は造影可能 で結石 はない

が,収 縮がわ るい。 ゾンデは治療前に は不成 功でPA投

与中に成功 し,正 常の胆汁の 排泄 を認 めた。 胆汁申に

Candida属 を認めた。PAを1日2g,20日 間投与 した

が,腹 痛,発 熱軽快せず無効 に終わ り,以 降Staphci1・

1inA, chloramphenicolを 使用 したが効果 な く,外 科

で胆嚢摘出を した。

第12例　 36才 女

病 名:胆 嚢炎

3日 前,37.8℃ に発熱,右 上腹部痛,下 痢を もつて

発病 し,胆 嚢部に圧痛があ るが,肝 機能 は正常で胆嚢造

影 も正常 であつ た。 白血球4,300,利 胆剤 とPA1日

2gを 併用 し,18日 で次第 に上記諸症状は軽快した。講

作 用な し。

第13例　 65才 男

病名:胆 嚢炎,胆 石症

昨年 よ り2回 同様の発作あ り。今 回 も胆石 の疼痛発作

と微熱 あ り来院。胆嚢部 に限局 した著 しい圧痛 あ り,X

線で造影不能。 肝機能正常.白 血球7,S00。PA1日

1.59と 抗コ リン剤の併用4日 で 臨床症状お よび官覚症

状は消退した。以後20日 間投与 を続 けた。副作用な し。

第14例　 36才 女

病 名:胆 嚢炎兼胆石症

2年 前 よ り同様発作2回 あ り。 毎回化学療法 で軽 快

し,毎 回の検査で胆嚢造影不能 であ り,十 二指腸 ゾンデ

でB胆 汁 の排泄 をみない。今 回 も全 く同 じで4～5日 に

38～39℃ に悪感 を もつて 発熱 し,白 血球数8,000,胆

嚢部圧痛 ははつ き りしない。胆 嚢造影 は不能であ り,B

胆汁 はな く,菌 はE. coli, Klebsiella, Enterococcus

を認 め,chloramphenicol, AB-penicillin, tetracyc-

lineを おのおの7日 間連用 して 交替 したが無効。PA

1日1.5g7日 間投与 したが 同じ く効果なかつた。手術

を予定 中。副作用な し。

第15例　 52才 女

病名:腎 盂腎炎兼胆嚢炎

4日 前急に右上腹部激痛,右 背部痛を

もつて始ま り,2日 後 よ り戦慄 とともに

38.5℃ に発熱 し,胆 嚢部の圧痛,打 痛

あ る も,胆 嚢の造影豫 は良好であ るが,

癒着に よると考 え られ る変形があ る。頻

尿,排 尿痛はないが,尿 は蛋白(幵),

白血球 を無数に認 め,Enterobacterを

第4図　 症例 65才 ♀ 胆嚢炎(糖 尿病)
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認 め,NAに 感受性(〓)を 認めた。PA1日2.259

と抗 コ リン剤を併 用し7日 間で発熱 はな くな り,尿 の性

状 は正常 とな り,白 血球18,200が6,100と な り治癒

した。副作 用な し。

結 論

7例 の急 性腸炎,2例 の虫垂炎,6例 の胆嚢炎(内1

例 は腎盂 腎炎 合併)にPAを 使用 し,急 性腸炎は7例 全

例,虫 垂炎 は1例,胆 嚢炎は4例 に有効であつた。す な

わち,15例 中12例 に有効であつた。PAは1日1.5～

2.25gを 投与 し,総 量は6～40gで,特 に副作用はな

かつた。

(本論文 の一部 は,第18回 日本化学療法学会西 日本支

部総会で発表 した。 なお同総会におけ るPiromidicacid

に関す るシンポジウムの発表 を参照 した。)
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CLINICAL EVALUATION OF PIROMIDIC ACID 

HIROSHI OKUBO, YASUO FUJIMOTO and YURUKO OKAMOTO 

First Department of Internal Medicine, Kansai Medical School, Osaka

Fifteen patients (seven patients were enteritis acuta, two patients were appendicitis acuta and six 

patients were cholecystitis) were treated with piromidic acid. Piromidic acid was effective in the treatment 
of seven patients with enteritis acuta, one patient with appendicitis acuta and four patients with cholecys-

titis, and showed no side effect.


